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令和5年度　近畿水土里ネット連合協議会　総会　開催
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※近畿水土里ネット連合
協議会は、近畿６府県の
土地改良事業団体連合
会の相互連絡、事業の普
及および発展に寄与するこ
とを目的とし、①関係官公
庁、諸団体との連絡、②
土地改良事業推進団体
との協力、③土地改良事
業の啓蒙、普及等の事業
を行っています。

令和５年６月１２日（月）滋賀県にある琵琶湖ホテルにおいて、令和５年度近畿水土里ネット連合協議会総
会が開催されました。

近畿水土里ネット連合協議会
水土里ネット滋賀

家森茂樹会長挨拶

近畿農政局農村振興部
植田康成部長

来賓挨拶

滋賀県農政水産部
岡田英基部長

来賓挨拶

【議事概要】
当番県の水土里ネット滋賀、家森会長が議長

となり、令和４年度の事業報告と収支決算、令
和５年度の事業計画と収支予算（案）、国へ
の政策提案が議案として審議され、原案通り承
認されました。

その後、近畿農政局植田康成農村振興部
長、各県の担当者からの情報提供と意見交換が
行われました。

滋賀県営かんがい排水事業
草津用水地区 発進立坑内設備

魚のゆりかご水田 須原地区
（野洲市須原）

翌１３日（火）には、県営かんがい排水事業が行われている草津用水地区（草津市）、世界農業遺産のひと
つとして認定された、魚のゆりかご水田 須原地区（野洲市）において現地研修会が開催されました。
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『農業農村整備の集い』に参加
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奥野信亮会長と意見交換

令和6年度当初予算の確保に向けた「農業農村
整備の集い」が、令和５年６月１５日（木）に、
東京都千代田区シェーンバッハ・サボーにおいて、
1,200名を超える土地改良関係者が全国から参集
して開催されました。

この「集い」は、毎年２回行われ、農業農村整備に
携わる全国の関係者が一同に会し、それぞれの現場
で直面している喫緊の課題を再確認し、これらの諸
課題に緊急に対応するべく、農業農村整備の一層の
充実と推進を期する事を目的に開催されています。

主な出席者として勝俣孝明農林水産副大臣、高市早
苗経済安全保障担当大臣、森山裕衆議院議員、進藤
金日子全国水土里ネット会長会議顧問、宮崎雅夫全
国水土里ネット会長会議顧問はじめ多数の国会議員
や農林水産省幹部の方々が来賓として駆けつけ、力強
いご祝辞をいただきました。

はじめに、二階俊博全国土地改良事業団体連合会
長より「今後、来年度予算に向けた各種調整が始まるが、
農家の皆さん方の期待に応えられる予算の確保に一致
団結して取り組む。また、男女共同参画の取り組みを本
格化させ、目標達成のため集中的にお願いしたい。」と挨
拶がありました。 続いて来賓祝辞のあと、来年度全国土
地改良大会開催県の水土里ネット千葉の杉野副会長が
要請書を朗読し、全会一致で採択されました。また、進藤
金日子全国水土里ネット会長会議顧問からは、農業農
村を巡る情勢報告がありました。次回の「農業農村整備
の集い」は11月7日(火)に開催予定です。

全国土地改良事業団体連合会
二階会長挨拶

▲▲会場の様子▲▲
高市大臣、小林副大臣と参加者

高市 経済安全保障担当大臣
祝 辞

「農業農村整備の集い」終了後、参加者全員で、衆議院第二議員会館にある奥野奈良土連会長の部屋を訪問
しました。参加者は奈良県の農業農村整備の現状や課題について、真剣な中にも笑顔をまじえた、有意義な意見交
換になりました。
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令和５年度　奈良県農業振興功績者表彰受賞者会総会・研修会
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【現地研修】
大和郡山城跡見学

令和5年4月10日(月)、『令和5年度 奈良県農業振興功績者表彰受賞者会総会』が、大和郡山市 上田清
市長のご臨席のもと開催され、受賞者会会員２６名と、来賓の方々がご参加されました。

総会では、主催者である受賞者会 井上源一会長の開会挨拶があり、来賓の(公財)農業振興会館 奥野信亮
理事長、福井常夫副理事長、大和郡山市 上田清市長、奈良県食と農の振興部 長谷川憲生次長よりご挨拶い
ただきました。

次に、新会員となる令和4年度受賞者のご紹介があり、その後、議事に入り、受賞者会 黒瀬礼子副会長が議長
に選出され、議案は全て原案通り可決承認されました。次期開催地については葛城市となり、任期満了に伴う役員
改選については、会長に東口義巳現副会長、副会長に、黒瀬礼子副会長を引き続き選任し、新しく副会長に大倉
康至氏に就任いただきました。最後に、閉会の挨拶として、受賞者会 東口義巳新会長にご挨拶いただきました。

議 案

第１号議案 令和4年度事業報告、収支決算について
第２号議案 令和5年度事業計画、収支予算(案)について
第３号議案 次期開催地について
第４号議案 任期満了に伴う役員改選について

受賞者会
井上 源一 会長

開会挨拶

奈良県食と農の振興部
長谷川 憲生 次長

来賓挨拶

(公財)農業振興会館
福井 常夫 副理事長

来賓挨拶

大和郡山市
上田 清 市長

来賓挨拶

【新会員】令和4年度受賞者
大和郡山市 今西 高弘 様

総会終了後、開催地であります、大和郡山市の中津 甚之丞様（平成２５年度受賞者）から事例紹介をして
いただき、現地研修会として、中津 甚之丞様のトマトハウスの見学と大和郡山市観光ボランティアガイドクラブの方々
による郡山城跡のガイドが行われました。

【事例紹介】 中津 甚之丞様
連作は難しいと言われてきたトマトを同じところで

50年あまり作り続けています。毎年色々な問題や
課題があり、それらを何とかしようという気持ちや新しい
技術に挑戦してみたい気持ちがあったからこそ、続けて
これたのだと思います。

議長
黒瀬 礼子 副会長

受賞者会 東口 新会長
就任挨拶

中津 甚之丞様 事例紹介

(公財)農業振興会館
奥野 信亮 理事長

来賓挨拶

【現地研修】
中津 甚之丞様
トマトハウス見学

【情報交換会】 「番屋カフェ」(大和郡山市城内町2-7)
現地研修の後、情報交換会が行われ、有意義な時間と

なりました。
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公益財団法人農業振興会館　理事会・評議員会　開催
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上田 喜章 様

◆ 春の褒章 ◆
受賞者会会員の上田様（令和２年受賞者 大和高田市）と田仲様（平成20年受賞者 葛城市）が黄綬褒
章を受章されました。受章の栄誉に輝かれましたこと 心よりお慶び申し上げます。

田仲 清高 様
県の特産品

｢二輪菊｣の生産で、
摘蕾作業を軽減す
る｢無側枝性二輪
菊｣の育苗と生産の
普及に県と協力して
取り組み、生産増と
売り上げ向上に寄与
されました。

冬が旬の大和野菜
「大和まな」に着目し、
品種改良を通して、
規格の標準化や葉の
黄変への対応など
様々な課題を克服し
て周年栽培。現在、
大和まなの生産量で
県内の大部分を占め
る。

令和5年5月29日(月)、大和平野土地改良区3階 第5会議室において、令和5年度 (公財)農業振興会館
理事会を開催しました。福井議長の下、議案が審議され、原案通りに承認を得ました。

【 議 事 】
第１号議案 令和4年度事業報告、計算書類及び財産目録について
第２号議案 定時評議員会の日時及び場所並びに目的である事項について

議長 福井常夫 副理事長 監査報告 東川裕 御所市長

【 議 事 】
第１号議案 令和4年度事業報告、計算書類及び財産目録について

令和5年6月22日(木)、大和平野土地改良区3階 第5会議室において、令和5年度 公益財団法人 農業振
興会館 評議員会を開催しました。松井議長（桜井市長）の下、議案が審議され、原案通りに承認を得ました。

議長 松井正剛 桜井市長
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令和５年度 奈良県農村地域づくり協議会通常総会 開催

令和５年５月２３日(火)、大和平野土
地改良区大会議室において、奈良県農村
地域づくり協議会総会を開催しました。

議事については、いずれも出席者（当日
出席１５正会員、委任状による出席３正
会員）全員賛成により、原案通り議決され
ました。

【 議 事 】

第１号議案
令和４年度事業報告及び会計収支決算について

第２号議案
令和５年度事業計画及び会計収支予算（案）について

農村地域づくり協議会
明見会長

挨拶

県食と農の振興部
長谷川次長

挨拶

大倉監事による
監査報告

通常総会終了後、県食と農の振興部農村振興課地域づくり係より情報提供があり、 活動会員の本年度の
活動内容、「新しくはじめようとしていること」、「力を入れたいこと」などについて発表し、情報交換を行いました。

◆ 名 称 変 更 ◆

『 ロマントピア月ヶ瀬管理運営組合 』 が
『 月ヶ瀬活性化協議会 』 に

名称変更されました。

◆ 是非、手に取ってください ◆

本年度も会員活動の
一部をご紹介した三つ折り

チラシを作成・配布いたします。

◆ 新正会員のご紹介 ◆

サポート会員で活動されていた
『 明日香村棚田再生プロジェクト協議会（明日香村 観光農林推進課）』 と
『 脇川サロン（黒滝村 企画政策課）』 が令和５年度より正会員となりました。

◆ ◆ ◆ お 知 ら せ ◆ ◆ ◆

・食と農の重要性を香具山地区から発信したい。（天ノ香具山南協議会）
・米づくりの大切さを伝えていきたい。（美しい多地区の田園風景を楽しむ会）
・今年度から、レモングラスの生産株数を1.5倍に増やす予定。（下市町平原区むらづくり委員会）
・奇跡の一株「べにほまれ」が、今年初めて手摘みで収穫でき、今月商品化できる。
（山添村波多野地区活性化協議会）
・組合員だけで行っていた収穫祭を今年度から、地域住民や多くの人が参加できるようにしたい。桜の植樹を
始める。（ゆめ野山地域協議会）

・耕作放棄地解消のため、ジャガイモを植え、収穫体験を行う。（町思会）
・活動風景を写したカレンダーの作成。（ドローン撮影も行う。）（南檜垣地域づくり協議会）
・新たに文化遺産を巡るイベントを予定（十市町地域協議会）
・行政と連携し情報発信(SNS)にも力を入れたい。（おおいわの里山を守る会）
・茶畑を歩くウォーキングイベントを開催する。（月ヶ瀬活性化協議会）

－情報交換会内容を一部抜粋－

それぞれの会員情報は、奈良県農村地域づくり協議会ＨＰ（https://nouson-nara.jp）をご覧ください。

https://nouson-nara.jp
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奈良県農村地域づくり協議会 正会員のご紹介
十市町地域協議会（橿原市）

十市町地域協議会が活動する橿原市十市町は、古来の条里制を残す寺川流域に広がる農村地域です。
主な農産物は、米のほか、野菜（いちご、アスパラガス等）等。自家用のほか、近隣のＪＡならまほろばキッチンへの出荷も

行われています。
明治初期の頃からの伝統ある「十市御縣座神社の秋祭り」には五穀豊穣を願って、垣内ごとに保存されている7台のだんじり

が、神社までの2キロの道のりを3時間かけて曳行します。この時は十市町住民だけではなく、町内の企業（(株)ジェイテクト、
中川鉄骨(株)）の従業員の方々やそのご家族の方にも曳き手として参加していただき、この由緒ある行事を核として地域の
活性化に取り組んでいます。

私たちは若い世代へ地域の魅力を伝承するため発信し続けます！

10月の伝統行事｢だんじり祭｣では稲穂が垂れる自慢の田園風景を、
7台のだんじりがゆったりと進みます。

また、次代を担う子ども達と保護者（地域、地元企業）に稲作の原点で
ある田植えと稲刈りの体験を行っています。他にも収穫の楽しさを味わってもらうため、じゃがいも掘りとさつまいも掘りを行ってい
ます。収穫した米、じゃがいも、さつまいものお土産は、大変喜ばれています。これらの体験は、近隣の町、新興住宅、福祉施
設の入居者、職員にも参加者を募り、活動を一緒にすることで、農村に親しみ、互いが交流を深め、共に将来を担ってもらえる
ようになればと考えています。

これからの活動として、地域資源（文化遺産）－だんじり７台(市指定
民俗文化財)、仏像３体(県指定文化財)、十市城跡－を活用し、外部
と交流し地域を活性化、地域の魅力を発信していきたいと考えています。

【 令和5年度 これからの行事予定 】
●十市御縣座神社の秋祭り、だんじり曳行体験:令和5年10月7日
●稲刈り・さつまいも掘り体験:令和5年10月29日
●十市町の文化遺産を巡るウォーク:令和5年11月12日
●十市城の歴史を語る講演︓令和6年2月18日

稲刈り・さつまいも掘り体験︓令和4年10月29日田植え・じゃがいも掘り体験︓令和4年6月25日

仏像3体 十市城跡

令和5年6月24日(土)『十市町田植え祭』に
おいて、奈良県農村地域づくり協議会活動組織
のＰＲ活動を実施しました。協議会のパネル、関
連商品の展示、案内チラシの配布を行いました。

奈良県農村地域づくり協議会
ＰＲ活動 実施

関連商品展示の様子

とおちのみあがたにますじんじゃ
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シャクヤクガーデンオープニングセレモニーに行ってきました。
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新規会員の紹介　　南藤井土地改良区（葛城市）
令和5年5月葛城市の「南藤井土地改良区」が本会の新規会員として入会されましたので紹介します。
南藤井地区は葛城市の中西部に位置し、地区面積が14ｈa、組合員数29名で、近鉄新庄駅に近いこともあり、

近年宅地開発が進むなか、農地を守り続けている土地改良区です。吉野川分水の水や葛城山麓からの水を用水と
しています。土地改良区は、3つのため池の管理、水路・農道等の施設の維持管理を年間を通じて行っています。組
合員農家は稲作が中心で、翌年度の種籾として使用する稲の作付けもされています。また、ナスや菊の栽培をされて
いる農家もあり、都市近郊型農業の盛んな地域です。

令和5年5月2日（火）奈良県農村地域づくり協議会会員の栃原柿の里地域づくり協議会イベント、下市町平
原のシャクヤクガーデンが開園し、杦本龍昭下市町長、下市町観光協会会長、地元地区長を来賓に迎え、オープニ
ングセレモニーが行われました。栃原柿の里地域づくり協議会 清水益成会長（運営する町内企業「(株)大紀」グ
ループ代表）、杦本龍昭下市町長の挨拶の後、シャクヤクカットが行われました。

シャクヤクガーデンチラシ

シャクヤクガーデンは、耕作放棄地になっていた約１.5万㎡（奈良県吉野郡下市町栃原地内、平原地内（国営
総合農地開発造成農地））を耕し、霜に強かったシャクヤクを植栽しました。2016年から観光農園として期間限定
で公開し、「花は観光、根は生薬に」とシャクヤク栽培で地域農業の活性化に取り組んでいます。

入園料¥500で好きな
シャクヤクを20本切って
持ち帰る事ができます。

地域農業の振興発展、地域づくりにご尽力された清水益成会長が６月１７日にご逝去されました。
生前の多大なるご功績を偲び、心から哀悼の意を表しますと共に、謹んでご冥福をお祈りいたします。

南藤井地区 林本理事長 ため池（内池）

杦本下市町長挨拶

テープカット・・・ではなく、
シャクヤクカットが行われました。
物産販売会も行われました。

清水会長挨拶
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（１）応募対象者 奈良県内在住の小学生以下の皆さん

（２）作品のテーマ ・「田んぼや畑」「農業用水路」などの風景や、大切な水路を守っている人たち、
農村や農業に古くから伝わる祭りや風習、郷土料理、様々な農作業風景など。
・団体で応募される場合には、題材や構図の統一はなるべく避け、
各自が自由に選択するよう心がけてください。

（３）作品サイズ 四つ切り画用紙サイズ（38cm×54cm）
大型作品、工作物及び共同作品は選定の対象となりません。

（４）応募注意 応募作品は未発表のものに限ります。
応募作品の返却は原則として行いませんので、ご了承ください。

（５）応募用紙 応募用紙に必要事項を入力（記入）し、１点ずつ応募作品の裏面、
右下スミにはがれないように貼り付けて下さい。
画用紙裏面には応募用紙のほか直接本人名を記入してください。
応募用紙等は、奈良県土地改良事業団体連合会ホームページお知らせ欄
(https://www.naradoren.or.jp/news) からダウンロードできます。

（６）応募期間 令和５年７月２０日（木）〜９月８日（金） (必着）

（７）参加賞 あり

（８）応募先

み ど り

未来へつなごう︕ふるさとの水土里子ども絵画展は、未来を担う子どもたちに、絵画を通じてふるさとのすばらしさを発
見し、水・土・里への関心を高めてもらうとともに、作品の展示や作品集の発行により、多くの人々に農業・農村の魅力
をアピールすることを目的として開催します。

〒634-0033 奈良県橿原市城殿町459番地
奈良県土地改良事業団体連合会 総務企画課
TEL︓ 0744-29-1310 FAX︓0744-29-1312
E-mail︓na-doren@naradoren.or.jp

応 募 の き ま り

2022農林水産大臣賞
｢じいちゃんの田んぼ｣ 2022文部科学大臣賞

｢大きな玉ねぎをしゅうかくするおじさん｣

2022環境大臣賞
｢美しいホタルの群れ｣

https://www.naradoren.or.jp/news


※各土地改良区１名は必ず出席お願いします。
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開催日時

○○ 全国土地改良大会 ○○
「農業・農村の重要性」とそれを支える「農業農村整備事業の役割」を広く国民にアピールして国の礎

である、農業・農村をさらに発展させるとともに、広く次世代へ引き継いで行くことを目的として開催さ

れ、農業農村整備に携わる全国の関係者が一堂に集う式典です。

研修会場

カリキュラム
（予定）

令和５年８月28日（ 月 ）13:30 - 16:30 （予定）

大和平野土地改良区 3階 （橿原市城殿町459番地）

➀ 土地改良区の男女共同参画について
② 土地改良区の役員の役割について
③ 非補助融資について 他

〔講師〕
近畿農政局、全国水土里ネット
日本政策金融公庫 他
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土 地改 良 に関する法 律相 談

本会では、法的な判断が必要とされる土地改良区の案件について、
顧問弁護士による法律相談を行っております。
※県に対する許認可(定款変更の手続きなど)等の行政事務は除きます。

実施日︓ 令和５年 8月24日 (木) ・ 令和５年 9月20日 (水)
令和５年10月18日 (水) ・ 令和５年11月15日（水）

時 間︓ 13:30〜16:30
場 所 ︓ 大和平野土地改良区事務所 3階会議室
弁護士︓ おおみね法律事務所 石黒 良彦 氏
申込み︓ 奈良県土地改良事業団体連合会 総務企画課 TEL:0744-29-1310

お気軽にお問合せ
ください！

 問い合わせ・連絡先 奈良県土地改良事業団体連合会　　TEL︓0744-29-1310　溝杭（みぞぐい）まで

◈技術職員（情報処理、農業土木）(若干名）
　・農道、水路の測量・設計、現場において立会
　・ＣＡＤを用いての設計、積算、
  ・ＧＩＳ（地図情報）システムの運用

　または卒業(修了)した、平成10年4月2日以降生まれの者

⑥ 勤務条件

(1)給与(参考)︓大学卒（新卒）203,300円（地域手当含む）
(2)諸手当︓通勤手当・住居手当・扶養手当・超過勤務（時間外）手当・資格手当
　　　　　　　　(資格手当は、業務に関係のある資格を取得している場合に支給されます)
(3)昇給︓原則として年１回　　(4)賞与︓年２回（６月・１２月）
(5)勤務時間︓８時３０分〜１７時１５分（時差通勤制あり）　
(6)休日休暇︓土曜・日曜、祝日、年末年始（令和４年度実績１２２日）・ 年次有給休暇（２０日）
　　その他の休暇（夏季休暇、特別休暇）
(7)社会保険︓健康保険、厚生年金保険、雇用保険、労災保険　
(8)勤務地︓橿原市城殿町４５９番地　大和平野土地改良区４階

④ 選考方法
(1)１次試験︓筆記試験 （一般教養試験・適性検査・専門科目）　
(2)２次試験以降︓面接試験他

⑤ 提出書類
(1)履歴書（自書、写真貼付）　　(2)在学校の卒業見込証明書　　(3)在学校の成績証明書
　　※応募される際、封筒の裏に「職員採用試験受験申込書在中」 と朱書きしてください。
　　※提出書類は返却いたしません。

令和６年度　新卒　新規職員(技術職)募集案内

① 募集内容

・学校教育法による大学の学部（または大学院の修士課程)を令和６年３月までに卒業（修了）見込みの者

③ 採用の流れ

(1)申込期間︓令和５年１１月６日（月）〜１１月１５日（水）⑤の提出書類を郵送(必着)
(2)１次試験︓令和５年１１月２５日（土）１３︓００〜
(3)２次試験︓令和５年１２月１１日（月）〜１２月１５日（金）のうち一日で実施
　　※詳細は一週間前までに連絡します。
(4)採用時期︓令和６年４月１日

② 受験資格
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新規採用職員の紹介

● 編 集 後 記 ●
本年6月の台風2号の災害により、被災された皆様にはお見舞い申し上げます。田植えも終わり、秋の収穫

に向けて農作業に励まれていることと思います。これからますます暑さが厳しくなりますが、くれぐれもお体に気をつ
けてお過ごしください。今後、研修会等で皆様にお会いできるのを楽しみにしております。（編集部）

令和5年6月1日付で奈良県土地改良事業団体連合会に採用されました
上田耕治と申します。昭和58年に奈良県に採用されて以来長年土地改良
事業に携わってきましたが、いざ改めて設計積算をするとなかなか時代について
いけないものがありますが、初心に帰って仕事をしたいと思います。新しいもの好
きで、最近はいろいろな新しい技術に興味があり、特にIoTを始めとした様々な
新しい技術を体験できればより楽しく仕事ができるのではと思っています。
今後とも会員の皆様方からのご指導のほどをよろしくお願いいたします。

技術課
主査

上田 耕治
うえだ こうじ

奈良土連メールアドレス変更について
奈良土連の代表メールアドレスが変更となりました。
旧アドレスへお送りいただいている方は、
お手数ですが、新アドレスへ変更をお願いいたします。
【旧】 na-doren@hyper.ocn.ne.jp

↓
【新】 na-doren@naradoren.or.jp

(公財)農業振興会館メールアドレスについて
公益財団法人農業振興会館に関して
メールでのお問い合わせは
下記のアドレスへお願いいたします。

noushinkan@noushinkaikan.or.jp

◆ ◆ ◆ お 知 ら せ ◆ ◆ ◆

mailto:na-doren@hyper.ocn.ne.jp
mailto:na-doren@naradoren.or.jp
mailto:noushinkan@noushinkaikan.or.jp

